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・、、
ソ・、
、
プ。、、
し

メ

ノ

六
、
一.

五
、
九

五
、
六

五
、
八

六
、
∩

六
、
〇

六
、
四

{
、
f

メ

マ

七
、
五

七
δ

「一
八七

五
、
四

コも

コ

ヨ

署

二

、
∩

二

、
司.

二

、
究

三

、

一

三

、
一.

も

一
.玉

廿
∂

司
三
、
六

き

、
圃

二

、
二

二

、
七

一、O
、

一

冗

、
三

も
冗

三

天
、
七

冗

、
覧

年

人

。

五

萬

以

上

ノ
市

「

搾

・

他

ノ

市

町

村

肺

結

核

無

.
他
柳

茶

結

核

全

肺
結
核

額

ノ
他
櫓

全
結
核

肺
結
竺

徽

施1
汽 瑛 誉 汽 四 核ノ
ー 八(=)』tT読

國全
1

.......結i

詰 請 碧 核1

統

計

●

六
、
人
ロ

一
萬

二
封

ス
ル
結
核
死
亡
累
年
表

○
入
四



抄

録

'

、

結
核
專
門
雑
誌

】W
⑦
母

餌
oq
⑦

N
霞

峯

陣三
"

ユ
2

↓
口
げ
o
蒔

巳

o
。。
o

即

醤

.

=

●

一
一

　
㊤
N
㊤

1

、

「
ヴ

ィ

タ

三

ン

」
訣

乏

ガ

結

核

ワ

経

過

二

及

ボ

ス

影

響

二

就

テ

(自

鼠

ヲ

用

ヒ

タ

ル

試

瞼

)
「
餌
二

出
㊤
σq
巴

o
ヨ

.

著

者

ハ
通

常
飼

料

ヲ
給

セ

ル
「
ラ

ッ
テ
」
ヲ
第

一
列

ト

シ
、

「
ヴ

ィ

タ

ミ

ソ
」
A

訣

乏
飼

料

ヲ

給

セ

ル

モ

ノ
ヲ

第

二
列
、

「
ヴ

ィ

タ

ミ

ソ
」
B
飲

乏

飼

料

ヲ
給

セ

ル

モ

ノ

ヲ
第

三

列
、
「ヴ

ィ

タ

ミ

ン
」
C

鉄

乏
飼

料

ヲ
給

セ

ル

モ

ノ

ヲ
第

四

列
、

合
成

飼

料

ヲ
給

セ

ル

モ

ノ

ヲ
第

五

列

ト

シ
、

各

列

ノ

「
ラ

ッ
テ
」
ニ

ハ
結

核

菌

ヲ
腹

腔

内

注

射

ニ
テ
感

染

セ

シ
メ
、

各

列

共

同
歎

ノ
封

照

ヲ

置

キ

テ
十

五
週

間

飼

育

シ
「ヴ

ィ

タ

ミ

ソ
」鉄

乏
食

二
於

ケ

ル

實

験

的

結

核

ノ
経

過

二
就

キ

テ

研
究

シ
タ

ル

ガ
大

禮

次

ノ
結

果

ヲ

得

タ
リ
。

通

常

ノ
冬
期

飼

料

ヲ
與

ヘ
タ

ル
第

一
列

二
於

テ

ハ
特

別

ナ

ル

「
ト

ナ

ク
、
叉

適

當

ナ

ル

「ヴ

ィ

タ

ミ

ン
」

量

ヲ

以

テ
補

ヒ
タ

ル
合

成

飼

料

ヲ
與

ヘ
タ

ル
第

五

列

二
於

テ

ハ
生
物

學

的

ノ

便

値

充

分

ナ

ラ
ズ

。

・総

テ

ノ
列

二
於

テ
結

核
感

染

「
ラ

ッ
テ
.一
ハ
封

照

二
比

シ
テ

獲
育

程

度
悪

シ
。

「ヴ

ィ

タ

ミ

y
」鉄

乏
飼

料

ヲ
以

テ
飼

育

セ

ル

「ラ

ッ

テ
」
ハ
通

常
飼

料

ノ

「ラ

ッ
テ
」
二
比

シ

獲

育

悪

シ

ク
、

叉
共

結

核

病

攣

ハ
全

均
的

二
進

行

シ
、

局

所

ノ
病

攣

モ
亦

一
般

二
振

張

セ

抄

録

ル

モ

ノ
多

シ
。

「ヴ

ィ

タ

ミ

y
」
鉄

乏
飼

料

ヲ
供

セ

ル
動

物

ハ

一
般

二
寒
冷

二
封

ス

ル
抵

抗

力

ヲ
減

ズ

、
爾

ホ
結

核
感

染
動

物

ラ
於

テ

ハ
特

二
甚

ダ

シ
。

「
ヴ

ィ

タ

ミ

ソ
」
ノ
種

類

二
依

リ

テ
共

影

響

ヲ

異

ニ
ス
、

此
關

係

ハ

恐

ラ

ク
動
物

ノ
種

類

二

鮭依

リ

テ
一異

ナ

ル

モ

ノ
ナ

ラ

ン
。

り

「ラ

ッ

テ

一
ハ
「
ヴ

ィ

タ

ミ

ソ
」
A

ノ
飲

乏

ニ

ハ
堪

へ
得

ズ

「ヴ

ィ

タ

ミ

ソ
」
A

鉄

乏

飼

料

ヲ
給

ヤ

シ

「
ラ

ッ

テ
」
ハ
艦

重

ノ
塘

減

、
結

核

病

攣

ノ

全

均

進

行

ノ
時

期

、
局

所

病

攣

ノ
披

大
、

総

死

亡
数
、

寒
冷

二
封

ス
ル
抵

抗

力

等

二
封

シ
最

モ
悪

シ
キ

關

係

ヲ
有

ス
、

此

現

象

ハ

一
様

ナ

ラ
ザ

レ
ド
最

初

二
於

テ

弧

ク
進

ム

モ

ノ

ナ

リ
。

叉

「
ラ

ッ

テ
」
ハ
少

量

ノ
「
ヴ

ィ

タ

ミ

ン
」

A

ヲ
蓄

積

ス
ル

コ
ト

ヲ
得

.、

「
ヴ

ィ

タ

ミ
ソ
」
C
欲

乏

飼

料

ヲ

以

テ
飼

育

セ

シ

「ラ

ソ
テ
」
ハ
総

盟

的

關

係

最

モ

「ヴ

ィ

タ

ミ

ソ
」

A
鉄

乏
飼

料

ヲ
以

テ
飼

育

セ

ル

モ

ノ

ニ

類

似

ス

ル

モ
、

盟

重

ノ
關

係
、

一
般

状

態

等

ハ
「
ヴ

で

タ

ミ

ソ
」
A
帖献
乏

飼

料

二
於

ケ

ル

モ
ノ

ヨ
リ

モ

頁

シ
。

叉

結

核

」病

窯
唱
ノ
楴
媚張

モ

僅

カ
ナ

リ
。

「ヴ

ィ

タ

ミ

ン
」
B

鉄

乏
飼

料

ヲ
給

セ

シ

一,ラ

ッ
テ
」
ハ
比
較

的

頁

好

ナ

ル
周経

過

ヲ
取

リ

タ

リ
。

肺

ノ
結

核

病

竈

ノ
個

々

ノ
結

節

ノ
大

キ
サ

ハ
種

ナ

ル
が
、

「
ヴ

ィ

タ

ミ

ソ
」
A
欲

乏
飼

料

ヲ

給

セ

シ

「
ラ

曽.
テ
」
二
於

テ

ハ
、

小

ナ

ル
結

節

ヲ
有

ス

ル

モ

ノ
多

シ
。

ワ

ッ
セ

ル

マ
ン
結

核

反

磨

ハ
封

照
即

チ
非

感

染

動
物

二
於

テ

ハ
陰
性

ナ

リ
。
結

核
感

染

「
ラ

ッ
テ
」

●ハ
列

氏

結

核

反

磨

陽
性

ナ

ル

モ
「ヴ

ィ

タ

ン
」
B
歓

乏

「
ラ

ッ
テ
」

ハ
他

ノ

「ヴ

ィ

タ

ミ

ソ
」
飲

乏

「
ラ

ッ
テ
」
二
比

シ
陽
性

度
僅

カ

ナ

リ
。

(
小
林

抄

)

、

2

肺
結
核

ノ
炭
素
療
法

ノ
作
用

呂
就

キ
テ
ワ
解

一
〇

入
五



抄

録

剖
生
理
學
的
研
究

つ

=
①
ぎ
二
6
7

0
汀
=
①
『
.

著

者

ハ
肺
結

核
炭

素

療

法

ノ
作

用

二
就

キ

テ
動
物

實

験

ヲ
行

ヒ

タ
リ
。

炭

素

注
射

後

微

量

ノ
炭

素

末

ハ
肺

、

肝

、

脾

、

/

一
部

二
蓄
積

セ
ラ

ル
。

炭

素

末
注

射

後

二

段

ノ
熱

反

鷹

ヲ
起

ス
、

帥

チ
最

初

ニ

ハ
組

織

反

鷹

二
依

リ

テ
起

リ
、

次

デ
肝

及

ビ
脾

二

於

ケ

ル
大

量

ノ
白

血

球
崩

潰

二
佐

リ

テ
熱

反
臆

ヲ
起

ス

モ

ノ
ナ

ル

モ
之

レ

ハ
局

所

反

慮

ト

シ

テ

ハ
設

明

サ

レ
ズ

。

炭

素

末

注

入

二
依

リ

テ
結

節

ガ
細

胞

ノ
攣

化

二
依

リ

テ
結

締

織

ト

ナ

ル

コ
ト

ハ
観
察

シ
得

ル

モ
、

コ

ハ
全

〃
非

特

異

性

ノ

モ

ノ

ニ
シ

テ
病

竈

澗

園

ニ
ノ

ミ
炭

素

ガ

沈

著

シ

テ
結

締
織

ヲ
造

ル

モ
ノ

ニ
ア

ラ
ズ

。

(小

林

抄

)

、

3

室
洞
治
癒
ワ
新
意
義

二
就
テ

≦
N.
一W
層0
5
『
7
0
『◎鴎
け●

著

者

ハ
空

洞

ヲ
有

ス
ル
結

核

患

者

二
就

キ

テ
臨

休

及

ビ

「
レ

〉

ト

ゲ

ン
」
槻

察

ヲ

ナ

シ

タ

リ
。

著

者

ノ
観
察

セ

ル

モ

ノ

・
中

四

十

例

ハ
共

空

洞

二
大

攣

化

ヲ
起

シ
タ

ル

が
其

中

定

型

的

ノ

モ

ノ
五

列

ヲ

暴

ゲ

詳

細

二
報
告

セ

リ
。
帥

チ

ニ
例

ハ
連
績

的

「
レ

ン
ト

ゲ

ン
」
爲

眞

二

於

テ
輪

状
陰

影

が
次

第

二
縮

小

シ
遂

二
小

ナ

ル
搬

痕

陰

影

ト

ナ

リ

テ
全

ク
消

失

セ

リ
。

他

ノ
三

例

ハ
就

レ

モ
始

メ

ノ
輪

状
陰

影

ハ

次

第

二
縮

小

シ
小

ナ

ル
斑

黙

ト

ナ

リ

タ

ル
が
、

再

ビ
明

ヵ

ナ

ル
輪

状
陰

影

ヲ

生

ジ

且

ッ
其

大

サ

ヲ
培

シ
タ

リ
。

・

著

者

ハ
多

数

ノ
空

洞

ヲ
観

察

シ
タ

ル
結

果

次

ノ
關

係

ヲ

認

メ

タ

リ
。

空

洞

ノ
臨

沐

的

診

漸

ト

シ
テ

ハ
有

響

性

羅

音

、

「
ク

イ

ッ
チ

ェ

ン
」
、
「
ク

ナ

ル

レ

ン
」
、
「
ア

ン
フ

ォ

ー

リ

ッ
シ

ュ
」

呼

吸

音

等

ヲ
確

實

ナ

ル
徴

候

ト
認

メ
、

叉

空

洞

ノ
消

長

ト
結

核

菌

ト

ノ
關

係

二
就

テ

ハ
空

洞

ノ
櫨

大

セ

ラ

ル

・
時

ニ

ハ
結

核

菌
多

ク
喀

出

セ
ラ

レ
、

空

洞

ノ
縮

小

セ

ル
時

ニ

ハ
減

少

一
〇

入

六

ス
、

此

關

係

ハ
以

上

ノ
五

例

ノ

ミ
ナ

ラ
ズ

四
十

例

二
於

テ
認

メ

タ

ル
所

ナ

リ
。

叉

喀

疾

量

二
於

テ

モ
同
標

ナ

リ
、

喀

疾

ノ
量
、

及

ビ

肉

眼

的

所

見

、

菌

数

、

弧

力

繊

維

等

ハ
空

洞

ト

大

ナ

ル
關

係

ヲ
有

ス

ル

モ

ノ
ナ

ル
故

空
洞

ノ
概
察

ニ

ハ
喀

疾

検

査

ヲ
度

々
行

フ

コ
ト

ヲ

必

要

ト

セ
ゾ
。

「
レ

ン
ト

ゲ

ン
」
窮

眞

二
於

テ
定

型

的

ノ
輪

状

陰

影

ハ
、

著

者

ノ
有

ス

ル

一
〇

〇

例

以

上

二

於

テ

モ
亦

多

〃

ノ
病

理

解

剖

學

者

ノ
説

二
依

ル

モ
必

ズ

空

洞

ナ

リ
。

空

洞

治

癒

二
關

シ
テ

ハ
、

著

者

ハ
從

來

空

洞

ヲ
軍

一
ノ

モ

ノ
ト
考

ヘ
シ
が

此

襯

察

二
依

リ

テ
空

洞

ハ
寧

ロ
ニ

ツ

ニ
匠

別

ス
可

キ

モ

ノ
ナ

ル

コ
ト

ヲ

知

レ
リ
。

部

チ

一
ツ

ハ
浸

潤

二
副

ヒ

テ
新

シ
キ
薄

キ

壁

ヲ

有

ス

ル

空

洞

ニ
シ

テ
、

自

然

二
急

二
縮

小

ス

ル
傾

向

ヲ
有

シ
、

小

ナ

ル
搬

痕

ト

ナ

リ

テ
治

癒

ス
可

キ

モ

ノ
ナ

リ
、

他

ハ
硬

化

性

空

洞

ニ

シ

テ
繊

維

性

萎
縮

ノ

結

果
徐

々

二
空

洞

層

が
上

皮

化

シ

テ
多

ク

ハ
唯

部

分

的

二
留

リ

テ

治

癒

ス

ル

モ

ノ
ナ

リ
。

(小

林

抄
)

4
、

結
核

二
於

ケ

ル
脾
臓

食
餌

一闘
就

テ

勺
●
閑
9
梓σQ
霞
。・

⊆
コ
α

〉
.
ス
ゆ
ヨ
。。一⑦
『●

著

者
等

ハ
毎

日

一
C

O

乃
至

一
五
〇

瓦

ノ
脾

臓

ヲ
比

較

的

其

マ

・
ノ

形

ニ
テ
帥

チ

「
ビ

フ

テ
キ
」

様

二
輕

ク
焼

キ
、

或

ハ
乾

燥

シ

テ
粉

末

ト

ナ

シ
タ

ル

モ
ノ

ヲ

結

核
患

者

二
與

ヘ
テ

親
察

シ

タ
リ
。

　

脾

臓

食

ノ
数

果

ハ
既

二
二

乃
至

三
週

頃

ヨ
リ
見

プ

ル

・
モ

ノ

ニ
シ
テ

ニ

ケ
月

ノ
終

リ

ニ
至

レ
バ
明

二
知

ル

コ
ト

ヲ
得

タ

リ
、

帥

千
著

者

ハ
十

二
例

ノ
結

核

患

者

二
脾

臓

食

事

ヲ
囁

取

セ

シ
メ
.其

血

液
像

、
袖

重

,

盟

温

,

喀

疲

、

咳

漱

等

臨

肱

的

状

態

ヲ
槻

察

シ

詳
細

二
訊

明

シ
實

際
的

二
他

ノ

モ

ノ

ヨ
リ
結

核

二
樹

シ

テ
敢

m米
多

シ

ト
報

止
ロ
セ

リ
。

爾

ホ
叉

學

理

的

立

場

ヨ
リ

云

フ

モ
、

肺

ト

結

核

ノ
脾

臓

ト

ノ
間

ニ

ハ
或

關

係

ヲ
有

ス
可

ク



脾
臓

が
直
接
結
核
菌

ヲ
弱

メ

ル
カ
叉

ハ
間
接

二
臓

器

ノ
抵
抗

力
ヲ
塘
加

セ

シ
ム
ル
上

二
数

果
ヲ
有

ス
ル
カ
、
或

ハ
叉

「
ホ
ル

モ
ソ
」
ノ
作
用

二
依

ル
カ
、
叉

ハ
造
血
的
作
用

二
依

ル
モ

ノ
ナ

ル
カ
、
是
等

ノ
關
係

ハ
未

ダ
全

ク
疑
問

ナ

レ
ド
モ
著
者
等

ハ
此
關
係

二
就
キ
テ

研
究

ヲ
始

メ
ッ

、
ア
ル
由
ナ
ル
故
共
結

果

ハ
追

テ
登
表

セ
ラ
ル
可

シ
。

(小
林
抄
)

、

5

第

飼
期
肺
結
核
患
者

ワ
輻
蘇

二
就
テ

国
・
カ
●
謬

罫
鷲
丁
①
芝
。・『
ε
餌
・

著

者

ハ

一
九

=

一、

=

二
、

一
四

年

二
於

ケ

ル

病

歴

二
依

リ

テ

ツ

ル

バ

ソ
氏

分

類

二
依

リ

テ
第

一
期

ノ
肺

結

核
患

者

六

三

六
名

二
就

キ

テ
其

輔
蹄

ヲ

調

査

セ

リ
。

右

ノ
中

二
九

六

例

ハ
全

ク
不

明

ナ

リ

シ
が

三

四
〇

例

二
就

キ

テ

知

ル

コ
ト

ヲ
得

タ

リ
。

一
九

一
二
年

當

時

二
於

テ

ハ
結

核

相
談

所

二
於

テ

ハ
「
レ
ソ

ト
ゲ

ソ
」
装

置

ヲ

有

セ
ザ

リ

シ

故
臨

肱

的

、

細

菌

學

的
診

断

二
俵

リ

タ

ル

モ
ノ

ナ

リ
。

是

等

第

一
期

ノ
患

者

ニ
シ
テ

十

五

年
後

二
於

テ

ハ
、

一
四
歳

以

下

ノ

モ

ノ

ハ
入

○

%

生

存

ス
、

一
五

乃
至

一
九

歳

ノ

モ

ノ

ハ

四

七

.
五

%

生
存

、

二
〇

乃

至

二
九
歳

ハ
五

入

・
九

%
生

存

、
三
〇

乃
至

三

九
歳

ハ
四

五

・
一

%

生

存
、
四
〇

乃
至

四
九

歳

ハ

三
〇

・
二
%

生

存
、

五

〇

乃

至

五

九
歳

ハ
生
存

零

ニ
テ

一
〇

〇

%

死

亡

ス
、

右

ノ
生

存

者

ハ

一
七

二
例

ニ

シ
テ
其

亭

均

ハ
五
〇

・
六

%
生

存

ス
、
此

生

存

セ

ル

一
七

二
例

ノ
現

在

ノ
状

態

ハ
刻

ル
バ

ン
氏

分

類

ニ
テ
第

一
期

一
〇

入

名

、

第

二
期

三

三
名

、

第

三
期

三

一
名

ナ

リ
。

叉

右

ノ
三

四
〇

例

中
死

亡

セ

ル

一
六
入

例

ハ
五
年

後

二
於

テ

ニ
三

.
二
〆.
死

亡

シ
、

十

年
後

ニ
ハ
四
五

・
九
%

、

十

五

年

後

ニ

ハ

四
九

・
四

%

死

亡

ス
。

(小

林

抄
)

6
、
小
兇

一一
於

ケ
ル
心
臓
輻
位

ヲ
偉

7
肺
萎
縮

〉
=
ゴ
①

=
O(÷
(・一!
=
e

著

者

ハ
五

例

ノ
肺
萎

縮

ヲ
有

ス

ル
小

見

二
就

キ

テ
親

察

シ
タ

リ
。

肺

萎

縮

ノ

種

々

ノ
型

ノ

抄

録

獲
生
原
因

二
就

キ

テ
ハ
診
断

上
困
難

ナ
ル

モ
之

レ
ハ
臨
沐
的
親
察

二
依

リ
テ

設
明
セ
ラ
ル

可

キ
モ
ノ
ナ
リ
。

著

者

ノ
例

二
於

テ

ハ
肺
萎
縮

ガ
結

核
蛇
ビ

ニ
肺
炎
、
及

ビ

氣
管
枝
振

張
、
等

二
原
因

シ
テ

起

リ
タ
ル

コ
ト

ガ
共
病

歴

二
依

リ
テ
暗
示

セ
ラ

レ
タ
リ
。

肺
萎
縮

ノ
際

ニ
ハ
縦
隔
窟
,
及
ビ
内
臓

ノ
高
度

ノ
韓

位
ヲ
起

ス
コ
ト
多

シ
、
而

シ
テ
小
見

二
於

テ

ハ
成
人

二
於

ケ
ル

コ
リ
モ
屡

く
起

ル
モ
ノ
ナ
リ
。

心
臓
韓

位

ハ
臼
覧
的
障

碓
ヲ
有

ス
ル
事
僅
少

ナ
リ
.
之

レ

ハ
比
較
的

頁
好

ナ
ル
解
剖
學
的

關
係

二
依

ル
事

ト
叉
徐

々
二
起

ル
攣
化

二
封

シ
テ
勇
膿

ガ
適
當

二
封
雁

ス
ル
關
係

二
依

ル

モ
ノ
ト

シ
テ
説
明

シ
得
。

最
後

二
著
者

ハ
是
等

ノ
肺
萎
縮

ヲ
有

ス
レ
小

見

二
封

シ

テ
共
就
學
状
態

及
ビ
將
來

ノ
職
業

問
題
等

二
封

シ
テ
充
分
ナ

ル
注
意

ヲ
梯

ハ
レ
ン
事

ヲ
希
望

セ
リ
。

(小
林
抄
)

N
o
一訂
o
ぴ
「
岸

隷

『
目
⊆
『
臼
写
』
一〇
ω
ρ

一W
"

帆
ω
鴇
=
⑦
{仲
μ

一
㊤
N
㊤

7

、

開

放

性

結

核

ヲ

有

ス

ル
家

族

卜

住

居

ヲ

共

ニ

ス

ル

小

兇

ワ

運

命

及

ビ

其

ノ

署

師

ニ

ヨ

ル

影

響

=
・
切
養
2
三
=
筑
●
=
』
≦
●
Z
㊦
ロ
ヨ
9
5
=
・

二
三
七

三
例

二
就

キ
ニ
乃
至

一
七
年
間

ノ
親
寮

ヲ
行

ツ
タ
。
開
放
結
核
患
者

ノ
ア
ル
家
族

カ
ラ
生

レ
タ
年
少
者

ノ
結

核
死

亡
傘

ハ
然

ラ
ザ

ル
家
族

ヨ

リ

ノ
夫

レ
ニ

比
シ
テ
甚

ダ
多

ク
、
其

ノ
年
齢
的
關
係

ハ
生
後

ヨ
リ
第

一
年
ガ
最

モ
危
瞼

デ
三
〇

・五
倍

デ
ア
リ
、
其

ノ
後

ハ
急

二
減
少

シ

一
六
歳

ヨ
リ
再
ビ
培

加

シ
ニ
五
歳

マ
デ

ハ
三
・
一
乃
至
五
・
七
倍
デ

ア
ル
。

第

二
位

二
死

亡
卒

ノ
多

キ

ハ
一
一
乃
至

一
五
歳

ノ
モ
ノ
デ
此

ノ
年
齢

二
於

テ
罹
患

シ
タ
ル

一
〇

入
七



`

抄

鍛

モ
ノ

ハ
自
箆
症
候
甚
ダ
少

ナ

ク
而

モ
漕
行
的

二
進
行

シ
テ
共

ノ
死

亡
曲
線

ハ
露
出

ノ
ァ
ツ

タ
三
年
後

二
始
メ
テ
上
昇

ス
ル
。
患
者

二
封

シ
テ
小
兄

ガ
露
出
サ

レ
始

メ
タ
時
ト
死

亡
ト

ノ
問

ノ
複
雑

ナ
時
期
的
關
係

ハ
表
及

ビ
固

ヲ
以

テ
説
明

シ
テ
ヰ

ル
。
統
計

ノ
上

カ
ラ

思
春

期

二
於

テ

ハ
露
出

ノ
ナ
ク
ナ
ツ
タ
後

デ

モ
屡

・・
罹
患

ス
ル
モ
ノ
ト

想
像

シ
得

ル
が
四
乃
至

一
二
歳

デ

ハ
露
出

が
ナ
ク
ナ

レ
バ
結
核
性
荷
重

ノ
ナ
イ

小
見

ト
同
様

ナ
罹
患
、
死

亡
傘

ト

ナ
リ
露
出

サ
ル

、
時

ハ
ニ
・七
乃
至

三
・
九
倍

モ
多

ク
ナ

ル
。
而

シ
テ

露
出
度

ノ
大

ナ
ル
程

此

ノ
数

ハ
上
昇

ス
ル
。
著
者

ハ
露
出
度
ヲ
開
放

結
核
者

ニ
シ
テ

術
生
的

生
活
ヲ
ナ

シ
、
加

答
見
症
状
ナ
キ

モ
ノ
帥

チ

濃
厚
感

染
ヲ
ナ
サ

シ
ム
ル
危
瞼

ノ
少

ナ
イ

モ
ノ

ヨ
リ
相
反

ノ
状

態

ニ
ア
ル
モ
ノ
迄

ノ
四
階
程

二
分

ケ
タ
。
露
出
度

ハ
小
見

ノ
蓮
命

ヲ
著

シ
ク
左
右

ス
ル
モ

ノ
デ
露
出
度

W

ノ
モ
ノ

、
死
亡
数

ハ
ー

ノ
モ
ノ

・
二
・
入
乃
至
入
・
五
倍

二
7
デ
達

ス
レ
。

性

ト
結
核
死

ノ
關
係

ハ
数

ノ
上
デ

ハ
飴

リ
差

ハ
ナ
イ
ガ
就
學

見
童

二
就

テ
行

ッ
タ

ニ
九
四

例
ノ
観
・察

二
從

ヘ
バ
少
女

ハ
少
年

ヨ
リ
重
症
結
核

二
罹

ル
。
患

者
ト
同
居

シ
テ
ヰ
タ
小
見

「
ヘ

ハ
其

ノ
感
染

源
ノ
消
失

シ
タ
後

デ

モ
屡

・・
容
易

一籍

核

二
罹
患

ス
ル
爲

二
燈
質
的
素
質

乳

…

云
爲

ス
ル
人

モ
ア
ル
が
之

ハ
意
義

ノ
少

ナ
イ

モ
ノ

デ
ア
ラ
ウ
。
小
見

ノ
結
核
罹
患
及
ビ
結

「}

核
死

ハ
露
出
サ

レ
タ
ル
年
齢

ト
露
出
度

が
蓮
命

二
劉

ス
ル
決
定
的
要
素

デ

ア
ル
カ
ラ
露
出

膠
獄
惚
齢
懸
聾
饗

吻
剛聲
抄雇
鍍
鷺
野
醐鯉
吻坐

ヨ
イ
。
叉
年
齢
的
素
質

ニ
ヨ
ル
危
瞼

ヲ
除

ク
。
最

モ
死
奉

ノ
多

イ

ノ

ハ
生
後

ヨ
リ
第

二

年

ト

一
〇
乃
至

二
〇
歳

デ
ア
ル
カ
ラ
此

ノ
鮎

二
配
慮

ス
ル
。
即

チ
前

ノ
場
合

ハ
感
染

ヲ
豫

一

後

二
蜀

シ
テ
最

三
艮
好

ナ
第

衆

以
後

一
〇
歳

マ
デ

ノ
間

二
延

ス
様

二
努

メ
ル
事

が
必
要

.

デ
此

ノ
爲

ニ

ハ
出
産

前

ヨ
リ
生

後

二
年

マ
デ

ハ
危

瞼

ナ
周

園

カ

ラ
隔

離

ス
ル

カ
、

患

者

自

一

均

ヲ

隔

離

ス

ル
カ
、

止

ム
ヲ
得

ヌ
時

ハ
患

者

二
「
一、
ス
ク
」
ヲ
使

用

セ

シ

メ
乳

見

ハ
紐

デ
結

ベ
ル
藍

二
入
》

テ

一
定

ノ
範

園

ノ
外

ヘ

ハ
出

サ

ヌ
様

ニ
ス
ル
。

一
〇

乃
至

二
〇

歳

ノ

モ

ノ

一
〇
入
入

一一

二
封

ス
ル
防
術

ハ
共

ノ
期
間

が
長
イ
丈

ケ

ニ
困
難

デ
ア
ル
カ
ラ

ニ
五
歳

マ
デ

ハ
屡

く

「
レ

ソ
ト
ゲ

ン
」
診
察
共
他

ノ
方
法
ヲ
以

テ
出
來
得

ル
丈

ケ
早
期

二
罹
患

ヲ
登

見

ス
ル
様

二
努

一…

ム

ル
。

菌

刺

ノ
豫

防

接

種
、

「
ツ

ベ

ル

ク

リ

ン
」
ヲ
以

テ

ス

ル
豫

防

法

等

ハ
共

ノ

成

績

ガ

不

冨

デ
寧

・
有
害
甕

デ
ア

ル
・

(池

上
抄
)

…

8
、
有
罐

内
農

ケ
ル
象

ρ

蓮

會

就
テ

竃

●
〉

.
　[
ロ
げ
O
胃
Qo
『
一
●

蛎
膠
譲
鞍
講
籔
欝
商鋪
傘
Ω瓢
硬
諺
鎧

「
巴
腺
.
諸
臓
器

ノ
切
片
標
本
.
所
罵
淋
巴
腺
・
箆

入
部

位

ノ
塗
抹
標

本
及
箕

他

ノ
臓

器

ヲ

一
五
%

ノ
「
ア
ソ
チ
フ
オ
ル

ミ
ソ
」
溶

液
ヲ
以

テ
施
置

シ
共

ノ
遠

心
沈
澱
沈
渣

ヨ
リ
塗

抹
標
本

ヲ
作

リ
テ
之

力
一フ
行

ツ
タ
。
菌
注

入
後

六
乃
至
入
ケ
月

デ
何
等
全
均
的
病
症

ヲ
現

ハ
サ

ヌ

ニ
モ
拘

・フ
ズ
上
記
標
本
中

二
微
量

ノ
抗
酸
性
菌
殊

二
壌
滅

シ
タ
抗
酸
性
願
粒

ト
シ

テ
多

ク
存

シ
、
叉
腸
管
内

二
詮
明

セ
ラ

レ
タ
。
併

シ
、
溶

菌
現
象
、
溶
脂
現
象

ハ
認

メ
ラ

レ
ナ
ヵ

ン
タ
。
皮
下

二
注
入

サ

レ
タ
例

ハ
腹
腔
内

二
注
入

サ

レ
タ

例

ヨ
リ
モ
長
期

二
亙
ツ

テ
謹

明

サ

レ
"
。

「
カ

ル

メ

ッ
ト
」
ニ

ヨ
リ
免

疫

基

礎

↓

テ
有

数

デ

ア

ツ

タ

菌

ハ
此

ノ
様

二
壌

滅

二
蹄

シ

テ
頴

粒

ト

ナ

リ
或

ハ
腸

管

ヨ
リ
排

出

サ

ル

・
故

二
之

ニ

ヨ
リ

テ

得

プ

ル

、

蚕

疫

ハ

一
年
ヲ
越

エ
ヌ
.
從

テ
棲

種
ガ

必
饗

ナ
ル
ガ
、
前
述

ノ
楼

ナ
蕩

ノ
關
係

デ

其

ノ
接
種

ハ
何
等
危
瞼

ヲ
件

ハ
ヌ
。

へ池

上
抄
)

9
、
雨
側
氣
胸

ヲ
以

テ
セ
ル
肺
結
核

ノ
療
法

ピ
・
0
5
5
5
①
づ

⊆
●
QD
●

Go
且
N
o
●

滲

出

型

デ
高

熱

ア

ル

モ

ノ
。

病

機

ガ
廣

汎

二
及

ベ

ル

モ
ノ

ヲ
除

キ
、

長
期

二
亙

ツ

テ
行

ハ

レ
タ
各

種

治

療

ノ
奏

数

ナ

キ

モ

ノ
。

雨

側

肺

二
空

洞

ヲ
有

ス
ル

モ
ノ
等

二
就

テ

一
六
例

ノ



槻
察

ヲ
行
ソ
タ
。
高
熱
…ガ
ア
リ
叉
喉
頭
結
核

ア
ル
モ
全
・身
状
態

ノ
頁
キ

モ
ノ

ニ
ハ
行

ヒ
。

腸
結
核

ア
ル
者

ハ
禁

忌
ト

シ
タ
。
雨
側
同
時

二
氣
胸

ヲ

置

ケ
ル
モ
ノ

一
〇
例
、

異
爵

二
置

ケ
ル

モ
ノ
六
例

ノ
中
、
共

ノ
結

果

ハ
雨
者
共
稽

く
同

一
デ
喀
疾

量

ハ
減

ジ

無
熱

ト
ナ
リ
、

盟
重
培
加

シ
或

ハ
空
洞
縮
小

シ
テ

自
覧
的

ニ
モ
頁
好

ト
ナ
ソ
タ
モ
ノ
六
例
、
満

足

ス
ベ
キ

結
果
卜
思

ハ
ル

・
モ
ノ
三
例
、
爾

ホ
成
績
不
明

ノ
モ
ノ
三
例
、
不
幸

ノ
輔
蹄

ヲ
ト

レ
ル
モ

ノ
四
例

デ
ア

ツ
タ
。
病
竈
部

ノ
肋
膜
間

二
癒
著

ノ
ア
ル
タ
メ
他
肺
部

ガ
萎
縮

シ
タ
ル

ニ
モ

拘

ラ
ズ
此

ノ
部

ガ
呼

吸
蓮
動

二
過
度

二
荷
重
サ

ル

・
時

ハ
癬
状
氣
胸

ヲ
來

ス
危
瞼

ガ
ア

ル
。

之
ヲ
避

ク
ル
爲

二
著

者

ノ
行

ツ
タ
注
意
ヲ
基

ゲ
テ
キ
ル
。

(
池
上
抄
)

10

、

人

工

氣

胸

術

施

行

後

滲

出

液

ワ
出

現

ヲ

來

ス

場

合

一胴
於

ケ

ル

肋

膜

腔

内

屋

卜

急

性

炎

症

症

状

ト

ワ

關

係

切
●
勺
巷
餌
三
ぎ
討
F

人
工
氣
胸
術
施
行

ノ
後
、
合
併
症

ト

シ
テ
屡

く
肋
膜
腔

二
滲

出
液

ノ
出
現
ヲ
認
メ

ル
。
共

ノ
始

リ
方

ハ
盟
温
上
昇
、
胸
痛
、
呼
吸
困
難
等

ノ
'「急
性
症
状

ヲ
以

テ
ス
ル
事

ア
リ
、
叉
甚

ダ

輕
微

力
全

〃
自
畳
症
状
ヲ
鉄
如

シ
テ
始

ツ
テ
來

ル
ノ
手

ア
ル
。

二
六
例

二
就

テ
著
者

ノ
行

ツ
タ
観
察

ニ
ヨ

レ
バ
、
滲
出
液

ノ
形
成
ヲ
來

ス
場
合

デ
急
性
症
状

ヲ
以

テ
始

マ
ル
例

ハ
肋

膜
腔

ノ
内
歴

ハ
(
十
)
二
荷
重
サ

レ
テ
オ

リ
。

症
状

ノ
急

デ
ナ
イ
ガ
、
著

シ
ク
ナ
イ
様

ナ
例

デ

ハ
(
こ

二
支

配
サ

レ
テ
居

ル
。
急
性
期

二
於

テ
肋
膜
腔

ノ
内
趣

ノ
關
係
ヲ

調
整

ヌ
ル
事

ニ
ヨ
リ
炎
症
度

ノ
甚

ダ
顯
著
ナ
緩

和
ヲ
企
圖

シ
得
且

ッ
急
性
期

ノ
速

カ
ナ
ル
経
過

ヲ
ナ
サ

シ
メ
得

ル
。

(
池
上
抄
)

N
o
団仲。り
o
}三

{仲
ま

「

↓
ロ
ぴ
o
蒔

三
8

ρ

一W
"

α
もゆ
矯
甲
ド

O
・
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抄
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11

、

↓
ま

}

。q

地

方

傳

染

病

法

ワ

法

案

二
於

ケ

ル

結

核

臼
●
国
・
穴
畠
。。2
七
簿
①
弓。。①
戸

一
、
結
核
豫
防

二
關

シ
テ
理
想
的

要
求

ト
ス
ル
モ
ノ

ハ
國
家
結
核
法

デ
ア
ル
。

二
、
國
家

ガ
爾

ホ
未
ダ
此
關
係

ヲ
拒

ム
間

二
於

テ
ハ
之
が
解
決

ト

シ
テ
各
地
方
ガ
此

ノ
飲

昭
ヲ
補

フ
ヲ
良

シ
ト
ス
。
此
際
各

ノ
結
核
法
ガ
結
核
救
療
法

ノ
色
彩
ガ
多

イ
程

ソ

ノ
結
核

法

ト

シ
テ
ノ
数
果
が
充
實

サ

レ
ル
。

三
、

一
般
傳
染
病

法
中

二
結
核

ヲ
含

マ
セ
ル
コ
ト

ハ
未
ダ

如
何
ナ

ル
方
面

二
於

テ
モ
試

ミ

ラ

レ
ナ
イ

コ
ト

デ
ア
ル
が
、

之

ハ
最
悪

ノ
解
決
法

デ
ア
ル
。

四
、
若

シ

↓
言
弓ぎ
σq

二
於

テ
實

際

二
此

ノ
試

ヲ
行

ハ

ソ

レ
ス
ル
ナ
ラ
バ
少

ク
ト

モ
結
核

豫
防

二
封

シ
テ
ハ
特
別

ノ
實

施
法

規
(結
核
救
療
法
規
ト
命
名

シ
テ
)
ヲ
制
定

シ
ナ

ケ
レ
バ

ナ
ラ
ヌ
。

(
黒
丸
抄
)

12

、

結

核

豫

防

二
於

ケ

ル

彊

制

ノ

必

要

卜

限

界Ω
●
ス
コ
各
N
qり6プ
●

一
、
感

染

危
瞼

ヲ
有

ス

ル
肺

結

核

患

者
及

ビ

其

疑

ア

ル
者

ノ

報

告

義

務

ヲ
法

律

的

二
定

ム

ル

コ
ト
。

二
、

感

染

危

瞼

ヲ
有

ス

ル
肺
結

核

患

者
及

ビ

共

周

園

ノ
者

ハ
其

所

幽

ノ

繋

療

所

二
於

テ
診

査

及

ビ
経

湘週
観

・察

ヲ
受

ケ
ナ

ケ

レ
バ

ナ

ラ

ヌ
ト

云

フ
法

律

的

義

務

ヲ
定

メ

ル

コ
ト
。

三
、

一
定

ノ
職

業

、

例

ヘ
バ
敏

師
、

患

者

ヲ
治

療

ヌ

ル
者
、

看
護

者

、

及

ビ

其

職

業

ニ
ヨ

リ

テ
結

核

ヲ
有

ス

ル
が

爲

二
公
衆

二
危

瞼

ヲ
及

ボ

ス
ガ
如

キ

職

業

二
從

事

ヌ

ル
者

ハ
規

則

的

二
讐

師

ニ

ョ
リ

テ
後
診

査

ヲ
受

ケ

ナ

ク

レ
バ

ナ

ラ

ヌ

ト
云

フ
法

律

的

義

務

ヲ
定

メ

ル

コ

ト
。

一
〇

入
九



、

抄

録

四
、
是

等

ノ
職
業

二
從
事

シ
テ
ヰ
ル
感
染
危
瞼

ヲ
有

ス
ル
者

二
封

シ
テ

ハ
若

シ
共
患
者

が

公
衆

ノ
利
盆

ノ
爲

二
其
職
業

カ
ラ

一
時
的
又

ハ
持
績

的

二
離

レ
ナ

ケ

レ
バ
ナ
ラ

ヌ
ト
云
フ

コ
ト
が
法
律
的

二
強

ヒ
ラ

レ
ナ
ケ

レ
バ
ナ
ラ

ヌ
場
合

ニ
ハ
此

ノ
法
律

ヲ
充

分

二
適

用

ス
ル

標
三

肚
會

ノ
法
律
的
義
務

ヲ
定

メ
ナ
ケ

レ
バ
ナ
ラ

ナ
イ
。

五
、

結
核
ヲ
有

ス
ル
者

ニ
シ
テ
是
等

ノ
コ
ト
ヲ
聞

カ
シ
テ

モ
分
ラ

ヌ
者
及
ビ
悪
意

ヲ
有

ス

ル
例
外

ノ
者

二
封

シ
テ

ハ
弧
制
的

隔
離

ヲ
行

ヒ
、
必
要
ナ
場
合

ニ
ハ
之
ヲ
嚴
密

二
實
行

シ

得

ル
ト
云

フ
法
律
的

可
能
性

ヲ
定

メ
ル

コ
ト
。

(
黒
丸
抄
)

13
、
肺
結
核

ノ
療
養
所
治
療

ワ
實
際
的
債
値

ワ
問

題

二
就

テ

O
・
閑
H
ロ
6げ
Φロ
●

著

者

ハ
一
九

二
〇

乃
至

一
九
二
二
年

二
於

テ

U
O
昌
ヨ
ロ
コ
負

O
巴
ω雪
露
8
ゴ
Φ
P

国
α
答
零

等

ノ
地

方

ノ
療
養
所
及

ビ
救
療
所

二
於

テ
治
療

ヲ
受

ケ
タ
ル
患
者

ニ
シ
テ

出
來
得

ル
限

リ
干

等

ナ

ル
條

件

ニ
ァ
ル
肺
結
核
患
者

ヲ
選
澤

シ
、

是
等

ノ
患
者
ヲ

六
乃
至
入
年
後

二
於

テ
検

査

シ
其
結

果
ヲ
統
計
的

二
観
察

セ
リ
、
而

ル

ニ
療
養

所

二
於

テ
治
療

ヲ
受

ケ
タ
ル

一
七
七

例

二
於

テ

ハ
八
七

・
五
%

生
業
能
力

ヲ
有

シ
、
救

療
所

二
依
ル

一
=

二
例

二
於

テ
ハ
三
六
.

三
%
生
業
能
力

ヲ
有

セ
リ
、
叉
同
時
期

二
於

テ
前
者

二
依

ル
モ
ノ
ハ
九
二
・
六
%
生
存

シ
、

後

者

ニ
ヨ
ル

モ
ノ

ハ
四
九
%
生
存

セ
リ
,
之

二
依

リ
テ
見

レ
バ
療
養
所

二
於

テ
治
療

ヲ
受

ケ
タ
ル
者

ノ
結
果

ハ
救
療
所

二
依

ル
者

ヨ
リ
モ

(最
初

ヨ
リ
療
養
所

二
於

ケ

ル
患
者
例
材

料

ハ
救
療
所

二
於

ケ
ル
者

ヨ
リ
モ
多
少

頁
好

ナ

リ
シ
ト

ハ
云

ヒ
)
實
際

上

二
於

テ
夏
好

ナ

リ
ト
決
定

ス
ル

コ
ト
ヲ
得
ト
述

ベ
タ
リ
。

(黒
丸
抄
)

14

、

外

的

障

碍

呂
劃

ス

ル

結

核

菌

ノ

抵

抗

力

呂
就

テ

.

閑
●
切σ
δ
嵩
ロ
σq
.

一
〇

九
〇

著

者

ハ
ニ
種

ノ
結
核
菌
株

ヲ
用

ヒ
、
其
菌
液

二
七
〇

乃
至

一
〇
〇
度

ノ
熱

ヲ

一
定
時
間
與

へ
然

ル
後

此

ノ
菌

液
ヲ

一
定
量

「
モ
ル
モ
ッ
ト
」
ノ
皮

下

二
接
種

シ

一
定
期
間
後

是
等

「
モ

ル
モ
ッ
ト
」
ノ
「
ツ

ベ
ル
ク
リ

ソ
」
反
晦
…ヲ
検
～シ
叉
剖
検

ニ
ヨ
リ
テ
且
ハ病
的
鎌
菟化

ノ
有
無

ヲ

槍

シ
次

デ
其
動
物

ノ
内
臓
及
ビ
淋
巴
腺
内
容

ヲ

他

ノ
「
モ
ル
モ
ッ
ト
」
二
接
種

シ
テ
共
動
物

ノ
剖
検

ヲ
行

ヒ
細
菌
學
的
病
理
學
的
検
査

ニ
ヨ
リ
テ
是

等
動
物

二
結

核
性
攣
化

ヲ
惹
起

セ

シ
メ
タ
ル

コ
ト
ヲ
謹
明

シ
、
結
核
菌

ハ
高
熱

二
封

シ
テ
著

シ
キ
抵
抗
カ

ヲ
有

ス
ル

モ
ノ
ナ

リ
ト
結
論

セ
リ
。

(
黒
丸
抄
)

15

、

油

胸

ワ

理

學

的

及

生

理

學

的

基

礎

酋

口一
臨

淋

上

結

核

二
就

テ

内
拶ユ
。
⇔
一①
=
●

著
者

ハ
肋
膜
腔

内

二
液
盟

ノ
存
在

ス
ル

場
合

ノ

一
般
的

ノ
生
理
學
的
蛇

二
機
械
的
關
係

ヲ

述

べ
、

次

デ
油
胸

ノ
場
合

二
於

ケ
ル
特
別

ノ
關
係
、
油

ノ
吸
牧
問
題

二
就

テ
述

べ
、
而

シ

テ
倫

ホ
油
胸

ノ
實
施

及
ビ
共
結

果

二
就

キ
詳
論

セ
リ
。

(
黒
丸
抄
)

16

、

「
イ

ヒ

チ

ォ

ー

ル
、

ヵ

ル

シ

ゥ

ム

」
ワ
肺

結

核

二
劃

ス

ル

作

用

二

就

テ

国
.
一≦
o
冒
①弓
・

著

者

ハ
「ノ
・
ヒ
チ
オ
ー
ル
、
カ
ル
シ
ウ
ム
」
ノ
五
・
○
%
水
溶
液

ノ
静
脈
内

注
射

ヲ
肺
結
核
患

者

二
就
キ
試

ミ
タ
リ
。
患

者

ハ
総
数

五
四
例

ニ
シ
テ
年
齢

ハ

一
入
歳

ヨ
リ

四
五
歳

二
達

ス

ル
者
ナ

リ
、

此
内

二
七
例

ハ
進
行
性
空
洞
性
結
核

ニ
シ
テ
、
三
例

ハ
増
殖
型
中
等
度
重
症
、

一
〇
例

ハ
硬
化
型
、

五
例

ハ
滲
出
性
肋
膜
炎
、

九
例

ハ
輕

度
初
期
結
核

ナ
リ
。
而

シ
テ
治

療
ヲ
試

ミ
タ
ル
結
果
、

進
行
性

ノ
患

者

二
封

シ
テ

ハ
本
剤

ハ
消
炎
作
用

ヲ
有
シ
叉
精
紳
的

症
状

二
封

ス
ル
鎭

静
作

用
ヲ
示

セ
リ
、
帥

チ
盗
汗

ヲ
減

ジ
安
静

ナ
ラ
シ
メ
タ
リ
、
サ

レ
ド



熱
、
咳
漱
、
喀
疾
、
胸
部
所
見

二
樹

シ
テ

ハ
影
響

ヲ
見
ザ

リ
キ
、

輕
症
初

期

ノ
患
者
及
ビ

竃

増
殖
性

中
等
度
重
症

ノ
患
者

二
封

シ
テ

ハ
食

慾

ノ
増
進
、
禮
重
培

加
ヲ
來

セ
リ
。
慢
性
硬

化
性

ノ
患
者

二
封

シ
テ

ハ
最

モ
頁
好
ナ

ル
影
響

ヲ
示

シ
、

亜
熱
性

ノ
熱

ヲ
下
降

セ

シ
メ

一

般

歌
態

ヲ
著

シ
ク
可
頁

ナ
ラ
シ
メ
タ
リ
、
帥

チ

カ

・
ル
例

二
於

テ

ハ
本
剤

ハ
非
特
異
性
刺

戟
療
法

ト
考

へ
得
可

シ
。

.

(
黒
丸
抄
)

17

、

刑

務

所

ワ

結

核

`

H≦
.
訳
p
一一を
⑦
一け

著
者

ハ
囚
人
結
核

二
關

ス
ル
統
計
ヲ
墾
ゲ
、
共
囚
人
結

核
患

者

二
封

ス
ル
治
療

並

二
其
周

園

二
封

ス
ル
豫
防
法

二
就

キ
述

べ
、

刑
務
所
結

核

ノ
豫

防
撲
滅

ハ
結
核
豫

防
上
必

要
ナ
ル

『
ト
ヲ
論

ゼ
リ
。

(黒
丸
抄
)
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、
O
き

ζ
舞

=
・
"

ω
6
ぎ

。
風
臼

氏

ワ
本

誌
五

回

巻

二
號

(
劇
九

二
八
)
一圏
於

ケ

ル
「肺

結

核

卜
人

工

太
陽
燈

並

一口
日

光
」

ナ

ル
論
文

二
封

ス
ル
答

論

=
口σqo
じ口
碧
ヂ

↓
7
0
>
ヨ
〇
二
8
ロ

カ
o≦
oξ

o
{
目
唱
ぴ
臼
2
一〇
。。♂
脚
く
o
一●
×
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Z
ρ
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19

、
公
衆

保
健
上

二
於

ケ
ル

=
。
毒

9
ヨ

U口
貫
。q
。・
氏

ワ
功

獄

6
●
国
●
〉
●
ぐ
く
写
ω一〇
芝

先

年

(
一
九

二

三
年

)
物

故

セ

ル
同

氏

ノ
讐

學

者
虹

二
政

治

家

ト

シ

テ

ノ
功

績

ヲ

述

ペ

タ

ル

モ

ノ

ニ
シ

テ
、

同
時

二
細

菌

學

ノ
興

リ

シ
當

時

二
於

ケ

ル

欧

米

學

會

ノ
事

情

ヲ
記

セ

リ
。

抄

録

氏

ノ
事

績

二
關

シ

テ

ハ

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
市

ノ
水

道

、

「
コ
レ

ラ
」
豫

防

(
一
入

九

二
)
、
「ヂ

フ

テ

リ

ア
」
治

療

(
一
入

九

三
)
、

結

核

豫

防

等

二
關

シ

テ
詳

述

シ
、

氏

ノ

功

業

ハ

ニ
ュ
ー

ヨ

ー

ク
市

二
於

ク

ル
死

亡
卒

ヲ

一
入

九
七

年

前

ノ

ニ

ニ
・
三

%

ヨ
リ

一
九

二
七

年

ノ

一
二
・
二

%

二
低

下

セ

シ

メ
タ

リ

ト

ナ

セ

リ
。

爪同
ホ
本

文

ハ

更

二
追

補

セ
ラ

レ

・・
日
ぴ
①
一罵
Φ

o{

閏
①
リヨ
o
口
冨

UU
貫
σq
。Q
"
℃
ぴ
蜜
甑
α
o
コ

⇔
コ
α

ω
鼠
零
。乃ヨ
餌
冨

o
、

ド丁
¢

℃
ロ
一)=
6

7
①
巴
9
.、
ナ

ル
標

題

ノ
下

二
輩
行

本

ト

シ

テ
刊

行

セ
ラ

ル
可

キ
由

ナ

リ
。
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抄
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、

感

情

卜

結

核

寓
9)こ
≦
9
屋

望
ヨ
を
o
=

(O
げ
坤窪

oq
c
)

患

者

ハ
心
理

學

者

ニ
シ

テ
、

心

理
學

的

立

場

ヨ
リ
感

情

ト

ハ
如

何

ナ

ル

モ

/
カ

(≦
ご
o
α
・

ミ
自
け貫

O
碧
が

≦
、・
』
"
ヨ
①
ω噂

困
雪

8
」

じ曜
①
乙
客
霞
亀
)

有

用

ナ

ル

モ

ノ
カ

(Ω

ゆ
℃
宥
注

ρ

』
9
コ
。
r

』
O
『
O
戸

〉
●
〉
ら
角
"
国

母
O
コ

共

他
)
、

感

昼

ト

ハ
如

何
、

是
等

ノ
過

去

、

現

在

二

於

ケ

ル
所

説

ヲ
綜

説

シ
、

感

情

ノ
計

測

二
關

シ
テ
十

藪

氏

ノ

實

験

心
理

學

的

方

法

及

ビ
結

論

ヲ

詳
訊

セ

リ
。

而

シ

テ
感

情

ナ

ル

モ
ノ

ハ
結

局

結

核

ノ
療

養

上
有

害

無

盆

ナ

ル

モ

ノ
ナ

リ
ト

断

ゼ
リ
。

(岡

抄
)

21

、

勺
冨

ロ
亀
臼

σq
9
ω
仲

「
話

く
o
ロ
停
o
N
凶⊆
ヨ

ヲ

退

院

セ

ル

開

一

童

二

關

ス

ル

調

査

報

告

ト

じロ
.
=
聖
く
①。臨
(しご
o
。・け9
ご

一
九

二

二
乃

至

二
六
年

二
亙

リ

四

ケ
月

以

上

(
在

院

牛

均

七

・
三

二
月

)
在

院

セ

ゥ

見
童

一

一
C

名

二
就

テ
退
院

後

ノ
情

況

ヲ
調

査

セ

ル

モ

ノ

ナ

リ
。

年
齢

六
乃

至

=

一年
、

退

院

後

何

レ
モ

ニ
年

以

上
経

過

セ

リ
。

此

内

現

在

結

核

患

者

ト

シ

テ
取

扱

ハ

ル

・
モ

ノ
五
名

「
ハ

イ
、

ヌ

ク
ー

ル
」
ヲ
卒

業

シ
健

全

ナ

ル

モ

ノ

ニ
七

、

通

學

中

一
五
、

死

亡

者

ノ
記

載

ナ

シ
。

著

者

ハ
「
プ

レ

ベ
ソ
ト

リ
ウ

ム
」
ヨ
リ
再

ビ

開

性

結

核

患

者

ノ
在

ル

家

庭

二
蹄

ル

ハ
不

可

ナ

一
〇

九

一



リ

ト

セ

リ

。

抄

録

(岡
抄
)
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、

正

規

物

理

的

胸

部

検

診

ノ

補

助

法

ト

シ

テ

ワ

「
レ

シ

ト

ゲ

ン

」
透

覗

ワ

便

値

〉
●
◇

カ
①
乙

(Z
・
く
●)

ニ
ュ
ー

ヨ
L
列
市

「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ソ
」
生
命
保
瞼
曾

杜

ノ
使
用
人
探
用

二
際

ス

ル
健
康
診

噺

二
「
レ
ン
ト
ゲ

ン
」
透
覗
ヲ
用

ヒ
タ
ル
成
績

ノ
報
告

ナ
リ
。

同
杜
員

ニ
シ
テ

一
九
二
四
乃

至

二
七
年

ノ
四
年
間

二
結
核
患
者

ト
シ
テ
同
肚

ノ
「サ
ナ

ト
リ
ゥ

ム
」
二
逡

ラ

レ
タ
ル

モ
/

ノ
中

入
肚
後
十
入

ケ
月
以
内

ノ

モ
/
五

三
名

ナ
リ
。
内

二
入
名

ハ
入
肚
後
十

ニ
ケ
月
以
内

ナ
リ
。
著
者

ハ
肺
結
核
初
期

ノ
診
断

ハ
「
レ
ン
ト
ゲ

ソ
」線

二
櫨

ラ
ザ
ル
可

カ
ラ
ザ

ル

理
由

ヲ
丈
獄

ヲ
引

用

シ
テ
凱

キ
、

叉
著
者

ガ
行

ヒ
タ
ル
透
覗
法

ヲ
詳
親

セ
リ
。

同
方
法

ヲ
以
テ

健
康

肚
員

二
二
三
名

二
就

テ
検
診
、
習
得

セ
ル
後

一
九

二
七
年
十
月

一
E
以
後

一
年
間

ノ

入
肚

志
願
者
四
入
入

三
名

二
就

テ

同
透

覗
法

ヲ
行

ヒ
タ
ル
結

果
正
規

ノ
物

理
的
診
察
方
法

ニ
テ

ハ
全

ク
謹
明

シ
得
ザ

ル
、
解
剖
學
的
結
核

ヲ
五
九
名

二
詮
明

シ
得

タ
リ
。
透

覗
方
法

二
就

テ
ハ
特

二
新

シ
キ

モ
ノ
有

ル

ニ
非

シ
テ
從
來

ノ
方
法

ヲ
系
統
立

テ
タ
ル
モ
ノ
ナ

リ
。

(岡
抄
)
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、

結

核

二
於

ケ

ル

シ

リ

ン

ゲ

氏

血

球

鑑

別

計

算

二
就

テ

』
●
閃
●
団
弓巴
①
畠

(QD
け●
】「
O
¢
一〇り)

シ
リ
ン
グ
氏

ノ
血
球
分
類
及

ビ
共

ノ
形
態

學

二
就

テ
詳
述

シ
、
特

二

』
信
σq①
巳

ぎ
ナ
。
口
5
α

ω
3
げ
7
①
ヨ
一σq
①
コ
①
口
育
O
娼
三

①

日
①巳
6
N旨
①
5

二
關

シ
テ
記
載

セ
リ
。
著
者

ハ
伺

ホ
血
球
計

算

ト
皮
下

「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ソ
」
反
慮
ト
ヲ
關
連

シ
テ
行

ヒ
、
共
結

果
鑑
別
計
算

ノ

ミ
ヲ
以

テ

診
噺
…ヲ
附

ヌ
ル
」事
ヲ
得
一ザ

ル
モ
病
懲
〃ヲ
知

ル
ニ
ハ
最

モ
簡

開
平
ニ
シ
テ
優

秀
ナ

ル
方
法

ナ
リ

一
〇
九

ニ

ト

セ
リ
。
帥

チ
活
動
性
結
核

二
於

テ

ハ
「
ツ

ベ
ル
ク
リ

ソ
」
皮

下
注
射

ヲ
行

フ

時

ハ
獲
熱

ヲ

起

ス
前

二
・既

二
血

液

二
攣
化

ヲ
來

シ
恒
常
的

ニ
ア

ル
子

ッ
ト
氏
左
方
攣
位

ヲ
謹

明

シ
得
可

シ
。
或

ハ
一
般
的
症

状
ヲ
起

サ

"
ル
程
度

ノ
少

量
ナ

ル
「
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
」
注
射

ニ
ヨ
リ
テ

モ
倫

ホ
此

ノ
血
液
攣

化
ヲ
謹
明

シ
得
。
淋

巴
球

ハ
病
勢

ノ
進
行

ト
共

二
減
少

シ
,
治

癒

二

向

フ
ト
共

二
塘

加

ス
。
軍
核
細
胞

ハ
初
期

ノ
活
動
期
及

ビ

治
癒
期

二
培
加

ス
。

帥
チ
淋
巴

球
及
ビ
軍
該
細
胞
多

ク
、

中
性
多

核
白
血
球

二
攣
化
無

キ

ハ
治
癒

二
向

ヘ
ル
事

ヲ
示

シ
、

淋

巴
球
減
少

、
軍
核
細
胞
壇
加
、
中
性
白
血
球

左
方
攣

位

ハ
活
動

性
進
行
性
ナ

リ
。
故

二

結
核

ノ
豫
後

ハ
中
性
白
血
球

ノ
攣
位

ノ
程
度
、

淋
巴
球

ノ
壇
加
如
何

ニ
ヨ
リ
テ
示
サ

レ
得

可

シ
ト
ナ
セ
リ
。

(岡
抄
)
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、

結

核

ワ

合

併

症

無

キ

疾

患

二
於

ケ

ル

「
レ

ゾ

ル

チ

ノ

ー

ル

」
反

雁

ワ
關

係

〉
●
し6
.
じu
⇔
覧
一ω

(Z
・
く
し

著

者

ハ

一
九

一
入

年

本

誌

十

八

巻

五

=

二
及

ビ

入

四

三
頁
、

及

ビ

勺
3

ρ

Gっ
。
ρ

寓
ζ

・

雪

。
r

P

竃
①
亀
・
<
o
ド

旨

二

)●
劇
。。
b。

等

二
於

テ
ヴ

エ
ル

ヌ
氏

反

鷹

及

ビ
其

ノ
攣

法

ヲ
費

表

シ
,

同
時

二
成

績

、

特

二
結

核

二
就

テ
報

告

セ

リ
。

今

同

ハ
結

核

ノ

合

併

症

無

キ
各

種

疾

患

一
五

六

例

二
就

テ
検

査

七

〇

七

同

ヲ
行

ヒ

テ
之

レ

ヲ
報

告

セ

リ
。

苦

者

ノ
方

法

ハ
ヴ

エ

劉

氏
法

ヲ
更

二
簡

軍

ニ
セ
ル

モ
ノ

ニ
シ
テ

敏
感

度
ガ
之

レ

ニ
及

バ
ザ

ル
丈

ケ

ニ
陽
性

ノ

場
合

ノ
意
義
多

シ
ト
云

ヘ
リ
。
之

レ
ニ
ョ
リ
テ
活
動
性

ノ
程
度

ヲ
知

り
得
ト

セ
リ
。
(
岡
抄
)
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、

氣

胸

二
酷

似

セ

ル

皮

下

氣

腫

二
就

テ

.H
カ
.
=
①
巴

(O
ま
8
09
e

同
上

二
關

ス
ル
患
者

二
例
及
ビ
其
實
験

ノ
簡

軍
ナ

ル
報
告

ナ

リ
。

肋
膜
外
胸
廓

成
形
手
術

ヲ
後
上
部

二
行

ヒ
タ
ル
ニ
名

ノ
結

核
患
者
ガ
手
術
後

同
側

ノ
前
胸

上
部

二
打
診

鼓
音
、
呼



吸

音

滑

失

、

聲

音

減

弱

、

ヲ

起

セ

ル

モ
「
レ
ン

ト
ゲ

ン
」
診

噺

上

氣
胸

ノ
存

在

ヲ
認

メ
ズ

、

而

テ
鰯

診

ニ

ヨ
リ

テ

「
ク

レ
ピ

タ
チ

オ

ン
」
ヲ

謹
明

ス
。

帥

チ
手

術

二
際

シ

テ
皮

下

二
空

氣

侵

入

シ
。

前

部

二
移

動

セ

ル

モ

ノ

ト
考

ヘ
ラ

ル
。

故

二
犬

ヲ
用

ヒ
皮

下

二
三
〇

蝿

ノ
空

氣

ヲ
注

入

セ

ル

ニ
同
標

ナ

ル
症

状

ヲ

呈

シ

タ

リ
。

(岡

抄

)
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、

種

々

ナ

ル

蛋

自

質

竈

二

擦

テ

天

竺

鼠

二

生

成

ス

ル

「
ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

」
過

敏

症

呂

就

テ

『
●
O
一①
ロ
Φ
。。
節

国
●
箋

.
ω
9

0
2

ゲ
o
一ス
〉
。。げ
霞
已
①)

著

者

ハ
「
ツ

ベ

ル
ク

リ

ソ
」皮

膚

局
所

反
磨

ハ
蛋

白
質

盟

二
擦

テ
生
成

セ

ラ
ジ

ト

ノ
考

ヘ
ヲ

有

シ
、

之

レ
ヲ

誰
明

セ

ム

ガ
爲

メ

ニ
行

ハ

レ
タ

ル

實

験

ナ

リ
。

本
實

瞼

二
於

テ

ハ
從

來

著

者

ノ
報

告

シ
來

レ
ル

(』
●
H日
3
ロ
ロ
O
一己
H
り
b。
メ

<
O
一●
H
♪

℃
・
㊤
…
H
蕗

。。
噂
く
O
一・
H
伊

b
.
日
自

俸

日
α
¢。
)
モ

ノ

ニ
績

ケ

ル

モ

ノ

ニ
シ
テ
伺

ホ
本

年

中

一二
二
報
告

績

出

ス

ベ
シ

ト
云

フ
。

今

同

ハ

圭

ト

シ

テ
卵

白

蛋

白
質

艦

ヲ

以

テ

ヤ

ル

實

験

ニ

シ
テ
、

「
ツ

ベ

ル
〃

リ

ソ
」
反

磨

ヲ
局

所
皮

膚

反
磨

ト
全

身

反

慮

(
「
シ

ヨ

ッ
ク
」
現

象

)
ト

三
分

チ
、

卵

白

蛋

白

盟

二
於

テ

ハ
全

易

反

慮

ヲ

起

サ

"
ル

モ
、

局

所

反

磨

(壌

死

)
ハ
全

ク
同

様

ナ

ル

モ

ノ
ヲ

惹

起

セ

リ
。

コ
レ

ニ

ヨ
リ

テ
、

「
ツ

ベ
ル

ク

リ

ン
」
型
過

敏

症

ナ

ル

モ
ノ

ハ
抗

原

抗

開

反
磨

ニ

シ

テ
、

抗

盟

形

成

ニ

ハ

結

核

組
織

が
参

與

ス

ル
所

大

ナ

リ
ト

セ
リ
。

卵

白

が

「
ツ

ベ
ル

ク

リ

ン
」
ト

比
較

シ

テ
反

磨

ノ
輕

度

ナ

ル

ハ
此

場
合

ノ
抗

原

性
、

帥

チ

結

核

組
織

ト
結

合

ス
ル
カ

ガ

「
ツ

ベ

ル

ク
リ

ソ
」

程

特

異

ナ

ラ

ザ

ル

ガ
爲

メ

ナ

リ
。

而

シ
テ
結

核

免

疫

ノ
研

究

二
當

リ

テ

ハ

結

核
病

竈

其

モ

ノ

・
免

疫

生

成

上

ノ
影

響

ヲ
大

イ

ニ
顧

濾

セ
ザ

ル
可

カ

ラ
ズ

ト
云

ヘ
リ
。

(岡

抄
)
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、

抗

原

二

劃

ス

ル

呼

吸

器

官

ワ

透

過

性

二

就

テ

勺
●
司
●
Ω

9
鱒

"
芝

・
ω
」
≦
乙
已
Φ
8
コ

俸

○
」
≦
。
≦
回
一。・o
ロ
(≦
N誌
6
8

ω冒
)

結

核

菌

盤

成

分

ノ
吸

入

ハ
呼

吸

器
官

ヨ
リ
、

抗

原

ト

シ

テ
之

レ
ヲ

吸
攻

シ
、

之

レ

ニ
封

ス

抄

録

ル
過
敏
症
ヲ
生
成

ス
ト

ノ
著

者
等

ノ
考

ヘ

ヲ

謹
明

セ
ム

ト

セ

ル
症
例
及
ビ
實
験
報
告

ナ

リ
。
ω
冨

壱
δ
ω。。
遠

心
装
置

ヲ
以

テ
「
ツ

ベ
ル
ク
リ

ン
」
浄
清
中
起

ル
噴
霧

ヲ
吸
入

セ
ル
爲

メ

一
學

生
が
喘
息
標
登
作

ヲ
起

セ
リ
。

此
學

生

ハ
「
ツ
ベ
ル
ク
リ

ソ
」
反
磨
陰
性

ナ
リ
、
追

試

ス
ル

ニ
毎
同
登
作

ヲ
起

セ
リ
。
此
事
實

ハ
「
ツ

ベ
ル
ク
リ
ソ
」
ガ

抗
原

ト
シ
テ
氣
道

ヨ
リ

吸
牧

セ
ラ

ル

・
爲

メ
ナ
リ
ト
考

へ
、

天
竺
鼠
ヲ
用

ヒ
、
吸
入

セ
シ
メ
テ
過
敏
性
ヲ
與

フ

ル

事

ヲ
得
、

且

ツ
此
過
敏
性

ハ
被
働
的

二
他

ノ
庭
置

セ
ザ

ル
動
物

二
移
入

ス
ル
事

ヲ
得
。

(岡
抄
)
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、

ロ

ン

グ

氏

合

成

培

地

二
鳥

型

結

核

菌

ヲ

培

養

セ

ル

場

合

二
起

ル
化

學

的

攣

化

呂
就

テ

鋭

O

肉
2
守
①
ヨ

ω
●
『

ゆ
p
ω。・卿

目
.
uu
。
』
。
ぎ
。。
8

(Z
Φ
'〈
=
髪
9
)

前

報
告

(〉
ヨ
.
勿
Φ
く
。
誤

」

o
・。
。。博
く
。
冒
μ
。。
ら

』

O
。。)
ノ
績

キ

ニ
シ
テ
鳥
型

一続

テ
試

、、、
タ

ル
モ

/
ナ

リ
。

一
六
週
間
行

ヘ
リ
。
培
地

ノ
酸

度

ハ
ニ
週
間

ニ
シ
テ
最
高
酸
性

ト
ナ
リ
、

共
後
再
ビ
復
奮

シ
テ
「
ア
ル
カ
リ
」
性

二
近

ヅ
ク
。
含
水
炭
素

ノ
攣
化

(ω
魯
ρ
{..
出
⇔
門§

餌
一一コ

氏
銅
還
元
微
量
定
量
法
)
ハ
人
型
菌
ト
反
封

ノ
現
象
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 —A  l'acide osmique au  20 ,  it y a  noircissement, mais non solution. 
     2° A  l'ether  employe pour l'inclusion dans  la  celloidine,  it y a  legere 

solution. 

 3° Par le  melange aux divers produits  emplyes pour l'inclusion  clans la 

paraffine usuelle et les divers traitements des coupes,  c'est-a-dire, le  chloroforme, le 
xylol,  la benzine, la  solution. est bonne dans l'ordre  meme de citation de ces 

produits. 
     Pour les dissolvants de paraffine : carbone  tetrachloride,  bisulphite de carbone, 

 trichlorethylene, solution bonne ;  egalement avec l'essence de  terebenthine,  la  ligroine, 
le toluol, solution bonne ;  — Avec le benzol,  l'ether de  petrole, solution faible ; — 
avec l'acide  acetique  glacial, pas de solution. 

     4° A  la  gelatine au  12% (eau  gelatinee), aucune solution. 

 5° Comme  it est dit ci-dessus, it  y a bonne solution par le xylol  employe 

pour  l'eclaircissement des coupes. . .De plus l'huile de  cedre, l'huile d'origanum, 
donnent une  iegere  solution.  ..  .L'essence de bergamote, l'essence de lavande, faible 

 solution.  .La glycerine,  l'acetate de potassium (a saturation dans l'eau),  la creosote 
universellement  employes n'ont pas d'effet dissolvant. 

     6° Pour les produits  employes comme conservateurs,  l'acetate de potassium 

(a saturation dans l'eau) avec la glycerine, pas de solution, comme cela est admis. 
— Avec le baume du Canada, le baume du Canada neutre, pas de  solution.— Avec 
le baume du Canada dissous dans le xylol, ainsi qu'avec l'huile de  cedre,  it y a 
solution. 

                                         V. 

     En  melangeant a  l'emulsion des bacilles tuberculeux et a  l'emulsion strepthotrix 

 acido-resistante les diverses substances chimiques employees dans  l'experimentation 

histologique, ceux de la fixation, de l'inclusion, de  l'eclaircissement, ou les conser-

vateurs,  egalement en traitant le  melange continu a tour de role de ces produits par 
la  methode d'inclusion dans la  celladine et d'inclusion dans la  paraffine, ensuite  pin-

k  procede de coloration  Ziehl-Gabbet, on constate  le  degre d'affaiblissement  d'acido-
resistance de  l'emulsion  : en effet, tous les corps tuberculeux de  l'emulsion servant 

a  Pexperimentation ne perdent pas  completement  l'acido-resistance  ; de plus, les 

corps tuberculeux qui montrent peu  d'acido-resistance, bien que  ne disparaissant  pas, 

diminuent, compares a ceux qui ne servent pas a  l'experimentation  ; les corps tuber-

culeux a forte  acido-resistance diminuent quant a la  quantite et  egalement  jusqu'a un
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certain point quant a  la  qualite D'ailleurs voici les  resultats de chaque  produit  : 

 1°  Melange de chaque produit  a  l'emulsion de culture pure de bacilles 

tuberculeux. 

    a) Dans  la fixation par le formal et le liquide d'Orth, coloration  mauvaise,— 

Par l'alcool, coloration bonne ; par  l'acetorie, la solution de  sublime, coloration aussi 

meilleure que par  l'alcool,— Par l'acide picrique  (sature dans l'eau), le fond jaunit, 

mais la coloration est  bonne.— Par l'acide chromique de potasse, coloration bonne 

mais en  decroissance.— Par l'huile de  cedre, le liquide de  Miiller, coloration assez 

 mauvaise.— L'acide osmique, le liquide  d'Altmann, le liquide de Flemming ne con-

viennent pas au  procede de coloration Ziehl-Gabbet. 

    b) Par  l'ether a inclusion dans  la  celloidine, coloration un peu  mauvaise  ; les 

bacilles paraissent un peu maigris. 

    c) Par l'inclusion dans la paraffine, et par le  chloroforme, le xylol, et la 

benzine  employes pour le traitement des coupes, la coloration est mauvaise dans 

l'ordre  meme de citation. 

     Pour les dissolvants de  paraffine; avec le benzol, coloration  moins mauvaise, 

avec le carbone  tetrachloride, coloration relativement  moins mauvaise. 

 2°  Melange de chaque produit  a  l'emulsion strepthotrix  acido-resistante  : 

    a) Dans la fixation par le formol, le liquide d'Orth, le bichromate de potasse 

au  3%, coloration plus  mauvaise  ; par  l'acetone, coloration parfaite, mieux que par 

l'alcool  ;— par  la solution de sublime, coloration  trOs nette,  meme pour les parties 

manquant  d'acido-resistance avec  resultats auxiliaires de  sensibilisation.— 

     Par l'acide picrique (a saturation dans l'eau),  it y a aussi coloration. Le liquide 

de  Miiller, le liquide de Zenker, coloration a peu  pres moyenne. 

     L'acide osmique  dilue, le liquide d'Altmann, le liquide de Flemming ne con-

viennent pas a  la coloration. 

     b)  L'ether  employe a inclusion dans la  celloidine, influence relativement 

faible. 

     c) Pour l'inclusion de  paraffine, et par  les produits  employes pour  le traitement 

des coupes,  c'est-a-dire,  le  chloroforms, le xylol,  la benzine, coloration mauvaise dans 

l'ordre de  citation  ; pour le benzol,  le carbone tetrachloride, influence relativement 

 moins mauvaise. 

 D'aprCs le  procede d'inclusion dans la  celloldine et la  paraffine, par le 

 melange continu et a tour de  role de ces substances chimiques,  l'emulsion des 

 bacilles tuberculeux subit les effets  suivants  :
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    a) Avec le formol par la  fixation, la coloration des corps  tuberculeux devient 

 moms nette. 

    b)  Par l'alcool, diminution sensible  d'acido-resistance. 

    c) Par  l'ether  inclus dans la  celloldine, les corps tuberculeux maigrissent 

 passablement. 
    d) Par  le  chloroforme inclus dans  la  paraffine,  l'acido-resistance diminue ; les 

corps tuberculeux paraissent maigris. 
 —Par le xylol, diminution notable  d'acido-resistance, corps  tuberculeux  rapetisses  

.  .Cependant dans ces deux cas, les granulations sont a couleur  foncee et  it y a 

des parties amorphes comme des corps tuberculeux  demolis. 

    e) Dans les cas des diverses substances chimiques employees comme dissolvants 

de paraffine, donnent mal la  coloration  ; le chloroforme, le xylol,  la benzine,  l'essence 
de  terebenthine, le benzol, dans l'ordre de  citation  ; s'y  ajoutent  la  ligrolne,  l'ether 

de  petrole,  le  trichlorethylene, le bisulphite de  carbone,  le  carhone  tetrachloride, et 

ensuite l'huile de  cedre. 
    f) Par le  procede de Gram, tous donnent une bonne coloration pour les 

bacilles  traites.  . Les corps tuberculeux qui conservent  l'acido-resistance sont 

 evidemment  positifs  ; ceux qui ont perdu  Facido-resistance, mais conservent la forme 

de bacilles,  egalement  positifs  ; la partie ayant perdu  l'acido-resistance et  la forme 

de bacilles devenue amorphe, donne une coloration au  negatif. 

                                 VI. 

    Dans le  ca  d'emulsion strepthotrix  acido-resistante  d'apr6s la  methode de 

coloration  Ziehl-Gabbet  : 

    a) Par  le  formol, les frottis en entier, prennent un ton  violet  ; les corps 

tuberculeux sont un peu indistincts. 
    b) Par l'alcool, les corps tuberculeux sont  colores d'un rose clair. 

    c) Par  l'ether,  inclus dans la  celloicline, les corps tuberculeux voient diminuer 

un peu leur  acjdo-resistance  ; de plus  ils sont  accompagnes de granulations  foncees 

et de parties amorphes ayant perdu  racido-resistance. 

    d) Par  l'ether, le  chloroforme  paraffines, quelques bacilles montrent de 
 l'acido-resistance,  mais cette  acido-resistance diminue  sensiblement  ; de plus, leur 

nombre diminue d'une  maniere  notable  ; le reste consiste en des granulations et 

parties amorphes ayant perdu  l'acido-resistance. 
    e) Suivant le  procede de Gram, les  corps tuberculeux positifs et les granula-
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tions, les corps tuberculeux faiblement  positifs et les fragments sont  colores au 

positif, cependant dans cet ordre-ci : le xylol, le  chloroforme,  Pettier,  la coloration 

n'est pas bonne. 

                           VII. Conclusions. 

    Voici l'effet produit sur  l'acido-resistance de  l'emulsion strepthotrix  acido-

resistante, celle de  l'emulsion des bacilles tuberculeux et celle de  la cire des 

bacilles par les substances chimiques employees dans les experiences de technique 

 histologique 

    1° Le formol universellement  employe pour  la fixation rend la coloration 

 acido-resistante grandement  mauvaise.—  L'acetone froid, le sublime l'alcool froid, 

gate peu  la coloration. 

 2°  L'ether  employe par inclusion dans la  celloldine, le  chloroforme chaud,  le 

xylol chaud  employes par inclusion dans  la  paraffine,  g,atent beaucoup la coloration 

 acido-resistante. 

    3° Le xylol, parmi les produits  eclaicissants, gate  la coloration comme  it est 

dit  ci-dessus  ;  la creosote, non. 

 4° Pour les produits conservants, la coloration subsiste par la  glycerine  ; par. 

 le baume dissous dans le xylol, coloration  detruite  ;  egalement par l'huile de  cedre. 

     5° Les bacilles tuberculeux et les strepthotrix  acido-resistants ayant perdu 

 l'acido-resistance par traitement technique ne se colorent plus a  la coloration  acido-

resistante, mais couservent  la forme de bacilles et se colorent au positif Gram. 

                         VIII.  Reflexions. 

     1° Pour examiner les tissus des bacilles  a faible  acido-resistance, ou bien pour 

calculer  le  degre  d'acido-resistance des bacilles ayant cette  propriete, dans les tissus, 

les preparations de frottis sont de premiere importance. 

     2°  11 est important aussi, pour  la coloration des coupes  d'acido-resistance de 

faire  immediatement des coupes  glacees avec des  materiauN  fraichement choisis. 

Cependant, dans les cas  oil, techniquement,  it  y a  necessite de  fixation en temps 

court, ou hien de  sterilisation des bacilles  acido-resistants  pathogenes,  l'acetone  froid , 

la solution de sublime et aussi l'alcool froid peuvent donner la fixation. 

     3° Par la  gelatine, les  matieres adipo-cireuses  a  acido-resistance ne sont pas 

 dissoutes..  .  .  .  L'inclusion dans  la gelatine pour constater les bacilles acido-resistants 

dans les tissus, est,  croft-on.  a conseiller.
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    4° Pour la coloration des bacilles acido-resistants dans les tissus et les coupes, 

simplement  meme pour la preuve des corps  tuberculeux, la coloration acido-resistante 

ne suffit  pas  ;  it faut aussi employer le  procede de coloration de Gram.

On the Immunity against the Intestinal Infection of

 Human Type  Tubercle Bacilli acquired by the

Stomachal Application of B. C.  O.

By

Kiyoshi Satake, M. D. and Ichiro Umetani, M. D.

(From the Clinical Department for Pulmonary Tuberculosis of the Osaka Medical College,
Osaka. Head of the  Department  . Prof. Dr. Arao Imamura.)

    The authors carried out a series of experiments as regards any possible 

acquired  immunity by the stomachal injection of  Calmette-Guerin bacillus. 

    The first, preliminary experiment included a number of guinea pigs, which 

provide the evidence of infection by the intrastomachal injection of tubercle bacilli 

applied in this experiment. 1.0 mgm of a virulent human type strain, suspended in 

0.5 cc physiological salt solution, was injected into the filled stomach of animals 

through the abdominal wall by means of a canule of small caliber, The manipulation 

itself was without any injurious effect on the animals. After the lapse of 1, 2, 3, 

4, 5, 7 and 10 weeks respectively, infection was found to be positive by  ROmer's 

skin test as well as by autopsy. The lesions were most pronounced in the mesen-

teric lymph glands nearest to the duodenum  — the duodenal lymph glands, as the 

authors call  them. 

    In the second experiment a number of young guinea pigs were vaccinated 

intrastomachally with 1.0-5.0 mgm of B. C. G. A month later, after being 

tested with  Riimer's reaction, they  obtained 1.0, 0.1, and 0.01, mgm of the virulent 

human type strain in the stomach in the manner as described above. 3, 5, 7 and 

more weeks thereafter these animals were killed and the findings were compared 

with those of controls. 

    The results obtained have lead the authors to the following  conclutions  : 

    1) After a period of a month following the stomachal injection of B. C. G. in 

doses of 1.0 and 5.0 mgm, the outcome of the  ROmer's test is still inconstant. Even
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those with an apparent reaction must be regarded as feebly positive. 

    2) In the first experiment, it was found, that the intrastomachal vaccination 

with 1.0 and 5.0 mgm of B. C. G. may, after a certain period, render all the treated 

animals immune against the intestinal infection with 1.0 mgm human type bacilli. 

    3) In the second experiment, the animals, which had been vaccinated sto-

machally with 1.0 mgm of B. C. G., expressed also a certain degree of immunity 

against the intestinal infection with 0.1 mgm human type bacilli. In this case, however, 

the result obtained was not so distinct as in the first experiment, as the lesions were 

very slight in degree due to the too small amount of the bacilli introduced. 

    4) In the third experiment, where the infecting dose of human type bacilli 

was much reduced, the autopsy findings were so insignificant, that it was almost 

impossible to distinguish the treated group from the other. The only indication of 

aquired immunity in the treated animals, however, was found in the duodenal lymph 

glands, when these were compared with those of untreated controls.




